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【編集後記】「夏は来ぬ」

　この 4月、気象庁は、最高気温40度以上の日の名称を「酷暑日」とすることを発表

した。最高気温が30度を超える日を「真夏日」としたのが1962年で、その45年後の

2007年に、35度を超える日が「猛暑日」と命名されたが、今回、20年足らずでさらに

高温のレベルの名称が登場したことになる。今年は、早くも 5月に猛暑日を記録する

など温暖化の加速を感じさせる。眼を国外に転じても一昨年の 5月にインドのニュー

デリーで49.9度、昨年 6月にはスペインで46度を記録するなど世界で「灼熱地獄」が

出現し、多くの犠牲者も出ている。日本の最高気温の記録は、昨年 8月 5 日に群馬

県伊勢崎市で観測された41.8度だが、45度に達するのも遠くないのではないか。その

時、名称はどうなるのか。「炎暑日」、「極暑日」、「殺暑日」……杞憂に終わることを

願うのみである。
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